
平
成
25
年
度
総
会
を
開
催

し
ま
し
た

ア
ダ
プ
ト
支
援
自
販
機
の

設
置
場
所
が
増
え
ま
し
た

　

平
成
25
年
５
月
20
日
（
月
）、

幟
町
集
会
所
会
議
室
に
お
い

て
「
平
成
25
年
度
総
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
丸

山
孝
志
理
事
長
と
森
原
守
顧

問
の
挨
拶
。
そ
の
後
、
平
成
24

年
度
事
業
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
平
成
24
年
度
に
は
広
島

県
委
託
事
業
と
し
て
、「
ひ
ろ

し
ま
ア
ダ
プ
ト
活
動
支
援
事

業 

奨
励
金
募
集
要
項
」
に
基

づ
き
申
請
の
あ
っ
た
３
８
４

団
体
に
、
奨
励
金
を
交
付
。
江

田
島
市
委
託
事
業
と
し
て
、
申

請
が
あ
っ
た
９
団
体
に
も
同

様
に
奨
励
金
交
付
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
平
成
25
年
２
月
２

日
（
土
）
に
は
、
株
式
会
社
イ

ズ
ミ
の
協
賛
に
よ
り
、
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
中
会
議
室
に
て
、

県
内
８
団
体
が
青
少
年
に
よ

る
ア
ダ
プ
ト
活
動
に
つ
い
て

発
表
す
る
「
平
成
24
年
度
ア
ダ

プ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ひ
ろ
し

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま
ア

ダ
プ
ト
は
、
企
業
・
団
体
・

個
人
の
皆
さ
ま
に
「
売
り
上

げ
の
一
部
が
ア
ダ
プ
ト
活
動

の
支
援
に
活
用
さ
れ
て
い
る
、

支
援
自
販
機
」
の
設
置
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
６
月
、
大
津
建
設
に
ア
ダ

プ
ト
支
援
自
販
機
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
ア
ダ
プ

ト
支
援
自
販
機
の
設
置
場
所

は
10
カ
所
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
も
近
く
に
お
立
ち
寄

り
の
際
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

ま
」
を
開
催
。
同
会
場
で
は
、

「
ア
ダ
ピ
ィ
の
イ
ラ
ス
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
よ
り
従
来
の

奨
励
金
交
付
事
業
に
江
田
島

市
の
委
託
事
業
が
追
加
に
な

り
、
平
成
25
年
度
よ
り
広
島
県

の
奨
励
金
交
付
事
業
の
内
容

に
大
き
な
修
正
が
あ
り
ま
し

た
。
事
務
局
一
人
で
は
作
業
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
、
今
年
度

よ
り
事
務
の
一
部
を
外
注
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
奨
励

金
交
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
に
も
、
申
請
書
な
ど
に
記

入
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
津
建
設
に
設
置
さ
れ
た

ア
ダ
プ
ト
支
援
自
販
機

5月20日に開催された総会の様子

設置場所　
大津建設
イオンリテール㈱中四国カンパニー
イオン宇品店
坂町海洋センターB＆G
坂町役場
（有）ハイテック
日赤看護大学学生寮
安芸太田町役場前駐車場
神石高原町役場
安芸高田市役所

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

助
成
制
度
の
ご
紹
介

公
益
社
団
法
人　

食
品
容
器
環
境
美
化
協
会

江田島市からのお知らせ

江田島市土木建築部建設課管理用地係
（TEL 0823-40-2772）

　

飲
料
メ
ー
カ
ー
６
団
体

（
コ
カ
・
コ
ー
ラ
協
会
、

（一社）

全
国
清
涼
飲
料
工
業
会
、

（一社）
全
国
ト
マ
ト
工
業
界
、

（一社）
日
本
果
汁
協
会
、
日
本
コ
ー
ヒ
ー
飲

料
協
会
、
ビ
ー
ル
酒
造
組
合
）
で
構
成

さ
れ
る
公
益
社
団
法
人
食
品
容
器
環
境

美
化
協
会
（
食
環
協
）
で
す
。

　

食
環
協
は
ポ
イ
捨
て
防
止
、
散
乱
防

止
啓
発
の
一
環
と
し
て
ア
ダ
プ
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
推
進
を
し
て
い
ま
す

が
、
昨
年
度
か
ら
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
活
動
団
体
を
支
援
す
る
た
め
、「
ア

ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
助
成
制
度
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
地
域
の
ア

ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
よ
う

と
す
る
団
体
、
ア
ダ
プ
ト
活
動
を
さ
ら

に
充
実
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
よ
う

と
す
る
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動

団
体
を
対
象
に
申
請
を
受
け
付
け
、
本

年
度
は
10
万
円
助
成
コ
ー
ス
17
団
体
と

５
万
円
助
成
制
度
コ
ー
ス
39
団
体
に
助

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

助
成
団
体
の
活
動
事
例
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

・
10
万
円
コ
ー
ス
（
静
岡
県
磐
田
市
の

自
治
会
）

　

６
年
以
上
に
わ
た
り
、
河
川
、
公
園

を
は
じ
め
道
路
、
側
溝
や
近
く
の
神
社

の
清
掃
・
除
草
等
の
活
動
を
町
民
の
ほ

ぼ
全
家
庭
が
参
加
し
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
全
体
の
環
境
美
化
活

動（
ゴ
ミ
拾
い
）も
小
中
学
校
生
、父
兄
、

老
人
会
な
ど
町
民
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

・
５
万
円
コ
ー
ス
（
大
阪
府
箕
面
市
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

　

下
流
に
ご
み
を
流
さ
な
い
、
収
集
ご

み
の
袋
数
で
の
定
期
記
録
や
他
の
環
境

団
体
と
の
連
携
等
の
活
動
方
針
の
も

と
、
10
年
に
わ
た
っ
て
河
川
、
河
川
敷

を
中
心
に
清
掃
・
除
草
・
粗
大
ご
み
の

始
末
等
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
助
成
制
度

は
明
年
度
も
実
施
し
ま
す
が
、
詳
し
く

は
来
年
春
に
各
自
治
体
を
経
由
、
ま
た

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　審査の結果、今井弘実さん（大阪府）の作品「アダ
プトくん」が最優秀賞に選ばれ、マスコットキャラク
ターとして採用されました。
　江田島市の豊かな自然や特産品と、道路などの清掃
や緑化への取り組みをよく表現した、かわいらしいキ
ャラクターです。
　これから、このキャラクターをPRに活用してアダ
プト制度の活性化に取り組んでいきます。
　ご協力ありがとうございました。

平成 25 年 6月 17 日
～ 7 月 19 日 の 間、

江田島市アダプト制度のマスコットキャラクターを募
集したところ、全国各地から 112 点の個性豊かな作品
の応募がありました。

【
食
環
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.kankyobika.or.jp/

【
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
助
成
制
度
の
助
成
団
体
】

http://w
w
w
.kankyobika.or.jp/adopt/support/

subsidy-for-adopt/2013/result

江田島市アダプト制度マスコットキャラクター   決定！

お問合せ先

アダプトくん

広島県からのお知らせ

【平成25年度契約保険会社】
日本興亜損害保険株式会社広島支店
（有限会社保険企画ヒロシマ）
受　付：月曜日～金曜日（祝日や年末年始を除く）
　　　　9：00～ 17：00
電　話：082-503-1388
ＦＡＸ：082-233-0151

　広島県では、アダプト活動支援のひとつとして、ボ
ランティア保険（傷害・賠償）に加入しています。
万一、活動中に事故が発生した場合は、次の保険会社
にご相談ください。加入している保険は、手作業のボ
ランティア活動を対象としていますが、肩掛け又は背
負い式の草刈機の事故については、保険対象となって
います。なお、草刈機の使用にあたっては、使用者と
十分距離をとるなど販売者からの注意事項を守り、安
全第一で活動していただくようお願いします。

活動団体から「土日の活動が多い。賠償保険の対象事故（例：
草刈機が石をはね、第三者の車両を破損する。）が発生した場
合、緊急で保険会社に相談したい場合もある。」とご要望をい
ただきました。自動車保険と異なりボランティア保険では24
時間体制はありません。しかし、今年度契約した保険会社に
ご要望をお伝えしたところ「賠償事故に限りサービスで時間
外の電話対応をしてくださる。」ことになりました。（時間外
ですので電話が繋がらない場合もあります。あらかじめご了
解ください。）
有限会社保険企画ヒロシマ
石崎氏　携帯電話090-5698-1372



Ｑ 

マ
イ
ロ
ー
ド
と
ラ
ブ
リ
バ
ー
、
両
方
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
領
収
書
は
同
じ
も
の
で
1/2
ず
つ
申
請
し
て

も
よ
い
か
。

Ａ 

そ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
両
方
に
同
じ
領
収
書
を

張
る
と
重
複
申
請
と
な
る
の
で
、
こ
れ
は
止
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

会
場
／
安
芸
太
田
支
所

日
時
／
４
月
26
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
13
人

Ｑ 

草
刈
機
を
個
人
か
ら
借
り
、
借
り
賃
（
謝
礼
）
を
支
払

っ
た
が
、
奨
励
金
の
対
象
経
費
に
な
る
か
。

Ａ 

対
象
経
費
と
な
る
。
確
認
書
類
と
し
て
代
表
者
の

署
名
で
支
払
証
明
（
様
式
は
任
意
）
を
添
付
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

会
場
／
廿
日
市
支
所

日
時
／
４
月
25
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
15
人

Ｑ 

昨
年
の
申
請
書
の
様
式
で
提
出
し
た
が
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
。

Ａ 

今
年
度
の
様
式
で
再
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
場
／
竹
原
市
役
所

日
時
／
５
月
13
日　

14
時
〜　

参
加
者
／
８
人

Ｑ 

草
刈
機
を
複
数
人
に
借
り
て
謝
礼
を
払
う
場
合
、
支
払

証
明
は
一
人
一
枚
ず
つ
必
要
か
。

Ａ 

複
数
人
の
場
合
は
１
枚
の
支
払
証
明
書
に
ま
と
め
て

も
ら
っ
て
か
ま
わ
な
い
。

会
場
／
東
広
島
支
所

日
時
／
５
月
10
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
34
人

Ｑ 

草
刈
延
長
を
各
参
加
者
が
草
刈
し
た
距
離
で
割
り
、

そ
れ
に
応
じ
た
額
を
支
払
っ
て
も
良
い
か
。

Ａ 

奨
励
金
は
活
動
に
必
要
な
経
費
の
一
部
に
当
て
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
人
件
費
は
、
対
象
経
費
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

会
場
／
庄
原
支
所

日
時
／
５
月
21
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
24
人

Ｑ 

ア
ダ
プ
ト
独
自
の
帳
簿
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

Ａ 

団
体
に
お
任
せ
す
る
。

会
場
／
東
部
建
設
事
務
所

日
時
／
５
月
14
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
41
人

Ｑ 

「
活
動
状
況
が
把
握
で
き
る
写
真
」「
で
き
る
だ
け
参

加
者
全
員
の
集
合
写
真
」
が
必
要
と
あ
る
が
、
写
真

は
２
種
類
必
要
な
の
か
。

Ａ 

出
来
る
だ
け
多
く
の
人
が
写
っ
て
い
る
方
が
活
動

の
実
態
が
分
か
り
や
す
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

２
種
類
の
写
真
は
必
要
な
い
。
集
合
写
真
が
撮
影

で
き
な
け
れ
ば
、
活
動
状
況
の
写
真
で
よ
い
。

会
場
／
北
部
建
設
事
務
所

日
時
／
５
月
17
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
23
人

正
会
員
、
活
動
会
員
、

賛
助
会
員
紹
介

正
会
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
を
愛
す
る
会

小
屋
敷
建
設
株
式
会
社

有
限
会
社
平
田
組

大
津
建
設
株
式
会
社

み
ず
え
緑
地
株
式
会
社　

正
本
大

活
動
会
員

株
式
会
社
和
田
組　

和
田
賢

賛
助
会
員

長
岡
鉄
工
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

株
式
会
社
福
屋

ア
ヲ
ハ
タ
株
式
会
社

正
会
員

永
田
川
カ
エ
ル
倶
楽
部　

池
田
朝
雄

大
森　

富
士
子

清
田　

誠
良 法　

人

順
不
同
、
敬
称
略

平
成
25
年
９
月
30
日
現
在

個
人
・
任
意
団
体

丁
川
流
域
振
興
協
議
会　

亀
井
承
徑

天
川　

充
弘

正
本　

良
忠

フ
ァ
ー
ム
五　

田
坂
素
臣

ぬ
く
し
な
桜
の
会　

檜
山
祐
三

松
波　

龍
一

山
本　

一
隆

薦
田　

直
紀

沼
田
川
を
愛
す
る
戸
野
区
民　

松
浦
義
弘

阿
戸
町
河
を
き
れ
い
に
す
る
会　

闍
山
義
昭

ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
都
図　

箕
牧
智
之

ラ
ブ
リ
バ
ー
原
後
休　

沖
田
堅
司

活
動
会
員

土
生　

平
雄

里
山
ク
リ
ー
ン
の
会　

土
手
義
孝

賛
助
会
員

森
脇　

雄
二

ひ
ま
わ
り
の
会　

西
田
祐
三

東
子
ふ
れ
あ
い
の
会　

金
原
英
夫

佐
藤　

敬

サ
ロ
ン
臼
原　

高
橋
利
定

樋
守
自
治
会

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
東
広
島
協
議
会　

本
城
清
司

野
串
竜
王
会　

井
田
義
也

上
御
領
中
組
老
人
ク
ラ
ブ　

重
政
由
人

馬
場
田　

真
一

北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支
所
課
長
会

正
田　
　

武 

日
高　

昌
文 

北
嶋　

敏
之 

長
尾　
　

斉 

東　
　

博
和 

小
路　

泰
広 

西
本　

雅
治 

笹
木　

茂
伸 

本
多　

敏
晴 

香
川　

雅
巳 

岡
﨑　
　

俊 

山
本　

啓
文 

安
宅　

俊
道 

小
松　

茂
生 

岡
崎　

勝
己 

隅
田　
　

亮 

黒
石　

恵
子 

信
政　

幸
伸 

比
良　

眞
治 

中
村　

光
男 

山
科　

謙
二 

沖
本　

教
秀 

藤
井　

正
明 

青
木　

秀
樹 

松
重　

正
則 

川
西　

利
治 

大
藤　

淳
二 

馬
久
地
延
幸 

細
羽　

則
夫 

川
本　

敏
道 

坂
田　

健
一 

高
山　

裕
司 

嶋
田　

和
明 

番
匠　

秀
夫 

新
家　
　

誠 

大
田　

喜
則 

正
森　

正
治 

平
尾
淳
一
郎 

高
橋　

利
和 

追
中　
　

隆 

伊
藤　

岳
司 

岩
佐　

哲
也

万
徳　

良
男

松
森　

善
郎

田
川　

浩
一

高
沖　

正
和

松
浦　

弘
典

綿
井　

秀
明

有
村　

泰
宣

吉
田　

美
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平
成
25
年
度
奨
励
金

説
明
会
及
び
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
25
年
４
月
に
、
奨
励
金
説
明
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
説
明
会
の
後
に
「
交
流
会
」
の
時
間
を

設
け
、
各
団
体
か
ら
の
質
問
な
ど
を
受
け
付
け
ま

し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
対
す
る
回
答
な
ど
を
、

抜
粋
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

会
場
／
呉
支
所

日
時
／
５
月
９
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
15
人

Ｑ 

国
道
で
活
動
し
て
い
る
が
、
交
通
量
が
多
く
事
故
が

心
配
。
活
動
中
の
事
故
は
す
べ
て
保
険
で
対
応
し
て

も
ら
え
る
の
か
。
ま
た
、
ど
う
や
っ
て
保
険
請
求
を

す
れ
ば
い
い
か
。

Ａ 

ア
ダ
プ
ト
で
加
入
し
て
い
る
保
険
は
市
民
活
動
レ
ベ

ル
の
も
の
な
の
で
、
す
べ
て
の
ケ
ガ
や
事
故
、
特
に

交
通
事
故
な
ど
に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
万

が
一
ケ
ガ
を
さ
れ
た
場
合
は
、
各
自
で
保
険
会
社
に

連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
場
／
西
部
建
設
事
務
所

日
時
／
５
月
７
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
46
人

Ｑ 

な
ぜ
今
年
か
ら
領
収
書
の
添
付
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。

Ａ 

検
査
な
ど
に
備
え
、
領
収
書
な
ど
を
保
存
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
領
収
書
が
取
れ
な
い
場
合
は
、

支
払
証
明
書
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
場
／
三
原
支
所

日
時
／
５
月
16
日　

13
時
30
分
〜　

参
加
者
／
33
人

Ｑ 

県
に
頼
ま
れ
て
活
動
を
し
て
い
る
の
に
、
領
収
書
の

提
出
を
求
め
ら
れ
る
の
は
納
得
が
い
か
な
い
。

Ａ 

地
域
の
環
境
や
安
全
の
維
持
は
、
行
政
だ
け
で
な
く

地
域
も
一
緒
に
考
え
る
べ
き
問
題
だ
と
思
う
。
今
後

両
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。


